
腸炎・ロタウイルス腸炎と診断された方へ：入院診療計画書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

    平成　　　　年　　　　月　　　　　日　　お名前（御署名）：　　　　　　　　　　　　　　　様　主治医（ 　　　　　　　　　　）     担当看護師（　　　　　　　　　　　）

入院当日 入院翌日～ 　　　 　　 退院前・当日 退院後
　診察 ・　主治医の診察があります

与　薬 ・　点滴を開始します ・　食事や水分が十分にとれるようになれば
　点　滴 ・　細菌性腸炎が疑われる場合は、抗生剤投与を行います 　　点滴を減量，中止します

・　抗生剤投与する場合は、事前に抗生物質にアレルギ－反応がないか
　　テストをします
・　点滴挿入部の観察を行います（夜間も観察していきます）

検　査 ・　入院時に、血液，便の検査を行います（必要時、再検査があります） ・　必要時、血液検査を行います
・　必要時、腹部の超音波検査（エコー）を行います ・　必要時、便の再検査を行います

食　事 ・　主治医の許可がでるまでは、絶飲食です ・　嘔吐の症状が軽減すれば、水分をとること ・　退院後、しばらくは消化の
　　ただし、症状により水分のみ許可がでることがあります 　　ができます 　　良い物を食べましょう

・　水分開始後、嘔吐がなければ下痢食または
　　全粥食開始となります
・　症状が改善し状況に応じて、年齢に合った
　　お食事をお出しします

　活　動 ・　入院中は、他児への感染の危険性があるため、病室から出ることはできません ・　日常生活に、制限ありません
　安　静 ・　発熱時や腹痛時、体がしんどい時は、ベッドで安静にしましょう

　清　潔 ・　熱などで汗をかいた時や便で汚れた時は、着換えのお手伝いをします ・　退院後は、入浴可となります
・　点滴中は、看護師が体を拭くお手伝いをします

　説　明 ・　主治医より病状や入院期間検査、治療について説明します ・　必要時、看護師より下痢・嘔吐の時の対処に ・　退院後の日常生活に ・　規則正しい生活をしましょう
　指　導 ・　看護師から入院生活の説明や病棟案内をいたします 　　ついて説明します 　　ついて退院時に説明

・　薬剤師より、使用しているお薬について説明します 　　をします

注１　病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査を進めていくに従って変りうるものである 　　　　　　　　姫路赤十字病院　　　小児科
注２　入院期間については、現時点で予想されるものである
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